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１. 橋梁長寿命化修繕計画策定の背景 

 

日本経済が飛躍的に成長を遂げた高度経済成長期時代(1950～70 年代)に大量のインフラ整

備がなされ、青森県においても高度経済成長期後期に、下のグラフを見ると分かるように、公共

施設の一環である橋梁の建設が集中しています。本業務の野辺地町では管理する橋梁 29 橋中 3

橋において 40 年程度経過した橋梁であり、その内 1 橋は 50 年を経過しております。（与田川

橋）このような橋梁の現況から、将来的に老朽化の進行した管理橋梁の増加による高額な対策費

の発生が懸念されます。 

そこで、野辺地町では橋梁のライフサイクルコスト（以下 LCC：LCC とは橋梁の計画・建設・

供用・撤去までにかかる費用）を最小化することを目標とした長寿命化修繕計画を策定すること

を掲げています。それにより、従来の損傷・劣化が発見されてから補修・補強に取り掛かる事後

的対策を廃止して、未然に橋梁の予防対策を行い、計画的な架替え案を検討する等の政策へと移

行します。 

よって、橋梁の延命化(=長寿命化)及び補修・架替えに係る費用の縮減を図ることで、野辺地町

の道路網の安全性・信頼性の確保にもつながります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森県 県土整備部整備部「青森県の橋梁アセットマネジメント」HP より 

（橋） 

与田川橋老朽化状況 



２. 野辺地町橋梁アセットマネジメントの基本コンセプト 

野辺地町の基本コンセプトは、青森県の基本コンセプトにのっとり橋梁アセットマネジメント※

１を進めることとしました。 

 

一、町民が安全安心な生活を確保するために健全な道路ネットワークを維持します 

町民の社会生活を営んでいくうえで欠かせないインフラの一環である野辺地町管理橋梁が、建設当初

から年数を経て老朽化しており、近い将来に、補修・架け替えなどに必要である対策費用が膨大になるとい

う問題があります。この問題は、野辺地町に限られたことでなく、日本全土またはアメリカなどの海外にも深

刻な大打撃を与えております。(P7 参照) 

この問題を放置すると、橋梁の老朽化が進行し、通行不良などといった道路ネットワークの機能不全とな

り、将来的に町民の生活に著しく悪影響を及ぼすことが想定されます。 

野辺地町としては、来るべき老朽化橋梁の増大に向けて、今後とも町民の安全・安心な生活を維持す

るため、健全な道路ネットワークを確保することに全力で取り組んでいきます。 

 

一、これまでの維持管理の常識から転換します 

これまでの維持管理は、事後対策（損傷が発生してから対処）的なものでしたが、これからは予防保全

（壊れるまえに対処する）的なものとし、将来にわたる維持更新コスト（ライフサイクルコスト：ＬＣＣ）を最小化

する方向に転換します。 

 

一、社会資本の維持更新コストの大幅削減を実現します 

「いつ、どの橋梁に、どのような対策が必要か」をアセットマネジメントにより的確に判断のうえ、橋梁の長

寿命化を図り､将来にわたる維持更新コストの大幅な削減を実現します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              
1※1アセットマネジメント：道路を資産としてとらえ、構造物全体の状態を定量的に把握・評価し、中長期的な予測を行うととも

に、予算的制約の下で、いつどのような対策をどこに行うのが最適であるかを決定できる総合的なマネジメント〔「道路構造物の

今後の管理・更新等のあり方提言(平成 15 年 4 月)」国土交通省道路局 HP より〕  

橋梁の老朽化増大 

このまま手つかずだと費用

がますます増大の恐れ 

橋梁にさまざまな 

損傷・劣化の発生 

道路ネットワーク

に支障 

安全・安心な生活を確保する

必要がある 



３. 野辺地町の橋梁を取巻く現状 

 

３.１ 橋梁の現況（橋梁数の内訳） 

 

 野辺地町が管理する橋梁は、前回点検の橋長 15m 以上及び今回点検の橋長 15m 以下の橋梁の両方を含め

29 橋であり、40 年を経過した橋梁は 3 橋あります。また、次項に示す図 3-3 を見るように、30 年後には経過年数

50 年を超える橋が半数以上を占めることになります。構造形式としてはコンクリート橋が 21 橋、鋼橋が 8 橋です。 

※下表 3-1内で赤く囲っている橋梁は、平成 21年度に点検及び修繕計画を実施した橋長 15m以上の橋梁全 9

橋です。
 

表 ３-１ 橋梁諸元              H26.4.1現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３-１ 架設後経過年数別の割合 図 ３-２ 構造形式別の割合 

1 第二川目橋 1997/03/01 31.00 5.7 1 17 Ａ活荷重 PC単ホロースラブ
2 獅子沢跨線橋 1967/07/10 29.00 3.8 3 47 TL-14 プレテン橋
3 新田橋 1982/10/01 31.00 10.5 1 32 TL-20 ポステン単純T桁橋
4 白岩橋 1980/03/31 18.00 8.2 1 34 TL-14 単純合成Ｈ桁橋
5 第一観音跨線橋 1988/10/30 26.00 12.8 1 26 TL-20 ポステン単純T桁橋
6 第二観音跨線橋 1990/03/31 30.00 12.8 1 24 TL-20 単純非合成鈑橋
7 切明橋 1973/04/01 11.00 6.9 1 41 TL-14※推定 ＲＣ単純Ｔ桁橋
8 太田新田１号橋 1990/04/01 10.00 4.8 1 24 TL-14※推定 プレテンション方式Ｉ桁床版橋
9 太田新田２号橋 1991/04/01 8.00 5.8 1 23 TL-14※推定 プレテンション方式Ｉ桁床版橋
10 かもしか橋 1981/04/01 5.00 12 1 33 T-14※推定 ＰＣボックスカルバート
11 烏帽子一番橋 2008/11/01 9.00 4.8 1 6 T-14 分割ＰＣボックスカルバート
12 烏帽子二番橋 2010/01/01 8.00 4.7 1 4 A活荷重 角形鋼管床版橋
13 烏帽子三番橋 2010/12/01 12.00 4.7 1 4 A活荷重 角形鋼管床版橋
14 烏帽子四番橋 1982/03/15 7.00 4 1 32 TL-14※推定 鋼単純H桁橋
15 雑吉沢橋 1995/04/01 1.00 6 1 19 T-14※推定 ＰＣボックスカルバート
16 十郎兵橋 2002/01/01 7.00 6.5 1 12 25t※推定 ＲＣボックスカルバート
17 中渡橋 1982/03/15 10.00 4.5 1 32 TL-14※推定 鋼単純H桁橋
18 蟹田橋 1983/01/01 7.00 4.5 1 31 TL-14※推定 ＲＣ単純Ｔ桁橋
19 陣場川原橋 1980/03/01 12.00 5.2 1 34 TL-14※推定 プレテンション方式PC単純ホロー桁橋
20 響き橋 1990/07/01 10.00 10.7 1 24 A活荷重 アーチ橋
21 与田川橋 1961/02/10 7.00 7.95 1 53 TL-14※推定 ＲＣ単純Ｔ桁橋
22 湯沢橋 1996/01/01 4.00 9 1 18 T-14※推定 ＲＣボックスカルバート
23 御手洗瀬橋 1996/04/01 3.00 15.43 1 18 T-14※推定 ＰＣボックスカルバート
24 馬門柴崎線橋梁 1998/04/01 6.00 8.2 1 16 T-14※推定 ＲＣボックスカルバート
25 三開橋 1988/03/01 9.00 6 1 26 TL-14※推定 PC単純ダブルＴ桁橋
26 有戸橋 1999/11/01 14.00 8.2 1 15 A活荷重 プレテンション方式PC単純ホロー桁橋
27 川目橋 1986/03/01 26.00 5.7 1 28 TL-14 合成Ｈ鋼桁（コルテン鋼）
28 下小中野橋 1984/03/31 15.00 5.2 1 30 TL-14 プレテン単純中空床版橋
29 臨港線橋 1998/01/01 16.00 11 1 16 Ａ活荷重 プレテン単純Ｔ桁橋

橋梁名 橋長 全幅員 径間数供用開始日
供用
年数

設計活荷重 上部工形式名

※ 

※ 



 

    

図 ３-３ 供用年数の推移 

（橋） 

高齢橋梁の増加=老朽化の進行 

～ 損 傷 状 況 写 真 ～ 



 

３.２ 地理的特徴 

 

 青森県は、全域において寒冷地であり地理的特徴により環境条件が非常に厳しい地域です。それによ

り、橋梁は老朽化を促される傾向があります。 

野辺地町の場合においても同様であり、野辺地町の地理状況(下図 3-4)を見ると、陸奥湾に沿った海岸

線に面しており、青森県内でも積雪量が多い土地柄です。また、年間の平均気温においては、青森県内の

中では平均程度の地域でもあり、さらに平均最大風速においては、青森県内でも上位にくる風速の強い地

域であることもわかります。(表 3-2 参照) 

これらの特徴から、野辺地町が管理する橋梁の中には、陸奥湾からの飛来塩分による塩害の影響を受け

る位置に属し、さらにその地理的特徴により道路路面への融雪散布剤による塩害の影響も懸念されます。

また、その他の劣化症状として、冬期の気温の低下上昇の繰り返しにより凍害による損傷も挙げられます。 

 

 

図３-４ 野辺地の地理的特徴 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-2 野辺地町気象データ(2012 年度 気象庁 HP) 

陸奥湾 

積 雪 

北・西からの風向が多い 

潮 風 

青森県　2012年　（月ごとの値）　平均気温(℃) 

月 むつ* 蟹田 青森* 野辺地 鰺ケ沢 五所川原 深浦* 弘前 黒石 三沢 十和田 八戸* 碇ケ関 休屋 三戸 今別 六ケ所 大間 酸ケ湯 市浦 小田野沢 脇野沢 青森大谷 平均
1 -3.00 -2.90 -2.60 -2.30 -1.80 -2.70 -1.60 -3.30 -4.00 -2.80 -3.60 -2.20 -5.00 -5.40 -3.60 -2.30 -3.10 -1.60 -9.2 ) -2.10 -2.50 -2.20 -4.60 -2.96
2 -3.10 -2.90 -2.50 -2.80 -1.90 -2.60 -1.70 -3.20 -3.60 -2.80 -3.60 -2.40 -5.10 -5.50 -3.60 -2.20 -3.60 -1.70 -9.1 ) -2.10 -2.90 -2.60 -4.40 -3.04
3 1.00 1.30 1.80 1.00 2.10 1.50 2.40 1.10 0.40 1.40 0.60 1.80 -0.20 -1.20 1.00 1.60 0.80 2.00 -4.30 1.70 1.40 1.20 -0.10 0.88
4 6.60 5.80 7.20 6.00 7.70 7.80 8.20 7.50 7.00 7.30 7.00 7.80 6.20 3.90 7.70 6.40 6.00 6.90 2.80 7.20 6.30 6.00 4.50 6.51
5 12.20 12.00 13.50 11.70 12.90 13.80 13.30 13.80 13.60 12.60 13.00 13.20 13.10 10.80 13.80 12.20 11.80 11.20 8.20 12.80 11.40 11.90 11.80 12.37
6 15.30 15.50 17.00 14.90 16.40 17.50 17.20 17.60 17.30 15.00 15.60 15.60 16.70 14.50 16.70 15.30 14.50 14.40 13.00 16.40 14.00 15.10 15.2 ) 15.70
7 20.30 20.30 21.90 19.80 21.30 22.10 21.60 22.20 21.70 20.20 20.30 20.60 21.40 20.00 21.30 20.50 19.50 19.40 18.0 ) 20.80 19.00 20.00 20.20 20.65
8 23.60 23.90 25.30 23.30 24.40 25.30 24.50 25.10 24.70 23.70 23.70 24.20 23.80 22.80 24.40 23.80 22.90 23.20 20.30 24.40 22.50 23.40 23.30 23.76
9 22.20 22.40 23.50 22.00 22.40 22.90 22.40 22.60 22.20 22.70 21.70 23.10 21.10 20.00 22.10 22.20 21.90 22.40 17.50 22.60 22.40 22.20 20.90 21.97

10 13.90 13.20 14.40 14.00 14.10 13.90 14.10 13.4 ) 13.20 14.00 13.00 14.40 11.70 11.10 12.60 13.50 13.30 14.90 8.0 ) 14.00 14.10 14.10 12.00 13.50
11 7.10 6.50 7.00 7.10 7.10 6.70 7.10 6.20 6.20 6.80 6.10 7.30 5.10 4.10 6.10 6.80 6.40 7.80 0.7 ) 7.10 7.30 7.30 5.00 6.55
12 -0.20 -0.60 -0.50 0.10 0.20 -0.70 0.50 -1.30 -1.70 -0.50 -1.20 0.10 -2.60 -3.10 -0.90 -0.40 -0.80 0.60 -6.60 -0.20 0.20 0.10 -2.50 -0.96

平均 9.66 9.54 10.50 9.57 10.41 10.46 10.67 9.85 9.75 9.80 9.38 10.29 8.85 7.67 9.80 9.78 9.13 9.96 7.27 10.22 9.43 9.71 7.83 9.54

青森県　2012年　（月ごとの値）　平均気温(℃) 

月 むつ* 蟹田 青森* 野辺地 鰺ケ沢 五所川原 深浦* 弘前 黒石 三沢 十和田 八戸* 碇ケ関 休屋 三戸 今別 六ケ所 大間 酸ケ湯 市浦 小田野沢 脇野沢 青森大谷 平均
1 -3.00 -2.90 -2.60 -2.30 -1.80 -2.70 -1.60 -3.30 -4.00 -2.80 -3.60 -2.20 -5.00 -5.40 -3.60 -2.30 -3.10 -1.60 -9.2 ) -2.10 -2.50 -2.20 -4.60 -2.96
2 -3.10 -2.90 -2.50 -2.80 -1.90 -2.60 -1.70 -3.20 -3.60 -2.80 -3.60 -2.40 -5.10 -5.50 -3.60 -2.20 -3.60 -1.70 -9.1 ) -2.10 -2.90 -2.60 -4.40 -3.04
3 1.00 1.30 1.80 1.00 2.10 1.50 2.40 1.10 0.40 1.40 0.60 1.80 -0.20 -1.20 1.00 1.60 0.80 2.00 -4.30 1.70 1.40 1.20 -0.10 0.88
4 6.60 5.80 7.20 6.00 7.70 7.80 8.20 7.50 7.00 7.30 7.00 7.80 6.20 3.90 7.70 6.40 6.00 6.90 2.80 7.20 6.30 6.00 4.50 6.51
5 12.20 12.00 13.50 11.70 12.90 13.80 13.30 13.80 13.60 12.60 13.00 13.20 13.10 10.80 13.80 12.20 11.80 11.20 8.20 12.80 11.40 11.90 11.80 12.37
6 15.30 15.50 17.00 14.90 16.40 17.50 17.20 17.60 17.30 15.00 15.60 15.60 16.70 14.50 16.70 15.30 14.50 14.40 13.00 16.40 14.00 15.10 15.2 ) 15.70
7 20.30 20.30 21.90 19.80 21.30 22.10 21.60 22.20 21.70 20.20 20.30 20.60 21.40 20.00 21.30 20.50 19.50 19.40 18.0 ) 20.80 19.00 20.00 20.20 20.65
8 23.60 23.90 25.30 23.30 24.40 25.30 24.50 25.10 24.70 23.70 23.70 24.20 23.80 22.80 24.40 23.80 22.90 23.20 20.30 24.40 22.50 23.40 23.30 23.76
9 22.20 22.40 23.50 22.00 22.40 22.90 22.40 22.60 22.20 22.70 21.70 23.10 21.10 20.00 22.10 22.20 21.90 22.40 17.50 22.60 22.40 22.20 20.90 21.97

10 13.90 13.20 14.40 14.00 14.10 13.90 14.10 13.4 ) 13.20 14.00 13.00 14.40 11.70 11.10 12.60 13.50 13.30 14.90 8.0 ) 14.00 14.10 14.10 12.00 13.50
11 7.10 6.50 7.00 7.10 7.10 6.70 7.10 6.20 6.20 6.80 6.10 7.30 5.10 4.10 6.10 6.80 6.40 7.80 0.7 ) 7.10 7.30 7.30 5.00 6.55
12 -0.20 -0.60 -0.50 0.10 0.20 -0.70 0.50 -1.30 -1.70 -0.50 -1.20 0.10 -2.60 -3.10 -0.90 -0.40 -0.80 0.60 -6.60 -0.20 0.20 0.10 -2.50 -0.96

平均 9.66 9.54 10.50 9.57 10.41 10.46 10.67 9.85 9.75 9.80 9.38 10.29 8.85 7.67 9.80 9.78 9.13 9.96 7.27 10.22 9.43 9.71 7.83 9.54

地域別 平均
酸ケ湯 205.00
青森* 86.17
むつ* 67.60
今別 39.08
弘前 38.67

脇野沢 37.58
五所川原 34.25
碇ケ関 33.00
深浦* 30.60
野辺地 26.33
鰺ケ沢 22.08
十和田 20.08
三戸 16.42
大間 13.25
八戸* 11.50
平均 45.44

青森県 2012 年 最深積雪(cm) 青森県 2012年 最大風速(m/s)

月 平均 順位

八戸* 17.7 1

青森大谷 13.6 2

黒石 13.4 3

蟹田 13.3 4

深浦* 13.2 5

青森* 13.0 6

大間 11.8 7

小田野沢 11.8 7

脇野沢 11.6 9

野辺地 11.6 9

十和田 10.3 11

五所川原 10.1 12

むつ* 10.1 12

鰺ケ沢 9.3 14

碇ケ関 9.2 15

休屋 8.5 16

酸ケ湯 8.5 16

市浦 8.3 18

三沢 8.1 19

弘前 7.9 20

今別 7.3 21

三戸 6.8 22

六ケ所 6.8 22

平均 10.5 23



 

前項で述べた塩害・凍害の劣化機構によるものと思われる野辺地町管理橋梁(今年度定期点検橋

梁,橋長 15m 以下)の損傷状況の例を下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橋梁点検ハンドブック(2) 定期点検の手引き P4-5 より 

塩害と思われる損傷（例） 凍害と思われる損傷（例） 



 

【参考】老朽化した橋の安全対策は急務 

 

米国ミネソタ州ミネアポリス市郊外で(2007 年)8 月 1 日に発生したトラス橋の崩落事故は、崩

落と同時に通行列車が川に落ち、計 13 人が死亡する惨事となった。日本でも事故には至らないも

のの、橋の鋼材破断に伴って交通規制を行わざるを得ない事態が発生している.例えば、三重、愛

知県境の一般国道 23 号にかかる木曽川大橋（上り線）で、鋼材破断が見つかり、(2007 年)6 月 20

日から 10 月 12 日までの約 4 カ月間にわたって終日通行規制が行われた。名古屋都市圏の重要路

線であることから、市民生活や産業へ大きな影響を与えた。 

 

― 劣化は安全性の低下につながる － 

 

全国的に橋の高齢化が進んでいる。著者の

住んでいる青森県では、積極的に公共事業が

行われた 1979、80 年ごろをピークに年 30

ヶ所前後の橋が新設された。それが今、平均

的に 25 年から 30 年を経過している。青森県

に限らず、多くの橋を有する大阪市の場合で

も、50 年を超える橋の割合は 19％となって

おり、20 年後には約 63％と推定されている。 

橋が古くなっているかを調べる点検業務

は、橋の知識を有する技術者が目視で観察し

て健全性の程度を記録する方式が一般に使われている。損傷としては、桁の材料であるコンクリ

ート、コンクリートに埋もれている鉄筋や鋼材の材料的な劣化がある。北国では日本海側を中心

にした塩害による劣化、雪や氷による劣化、さらに融雪剤散布に伴う劣化なども報告されている。  

劣化に伴って橋台で橋桁を支える役割を果たしている支承が本来の機能を失って、構造的に異

なった役割をしてしまうことが起きる。この場合には、当初の設計とは異なった力が橋桁に作用

し劣化を加速させる。劣化は多くの場合表面の一部から始まって面的にそして立体的に広がり、

さらに構造的な劣化となって加速的な展開を見せる。劣化による健全度の低下は安全性の低下を

意味する。 

このため、適正な点検業務と維持補修が繰り返されていかなければならない。人の体も定期的

に健康診断を行って、悪いところがあれば早めに治療しておくことが肝要であることと基本的に

変わらない。定期的な健康診断を受けても見つからないことがあるかもしれないが、受けないこ

とにはみつかる病気も見つからない。 

 

 

 

 



 

― 財政難であっても技術開発や研究を行い、安全確保を ― 

 

忘れてならないのは、社会資本は、国民

生活の基盤であって産業振興の上からも

欠かせないものとして整備されてきてい

ることである。そして、それらは時間と共

に老化し、健全度が低下することで、本来

の機能を発揮できなくなることが起きる

ことを率直に受け止めなければならない。

耐震性が強化された橋といえども劣化に

はかなわない。その社会資本は費用を要す

る橋だけではなく、多くの社会資本が適切

に維持されていなければならない。河川の護岸や堤防が古くなって機能を果たせなくなれば、市

民生活や社会活動に大きな障害が発生することは誰でも理解できる。このため、これらの社会資

本の管理者である国や自治体は点検を繰り返し、維持補修に努めなければならない。 

また財政難であればこそ、点検業務,補修業務に必要な新しい技術の開発・研究にも取り組むべ

きと考える。目視が難しい箇所では、足場の設置や目視以外の点検方法を取るため、費用と時間

を有する。点検業務を大きく合理化して費用と時間を掛けない方法の研究が求められる。 

人間の高齢化社会と同様に、社会資本の高齢化が進んでいる。いま、私たちの暮らしを支えて

いる社会資本を維持していくことは、次の世代のために私たちの責務と考えなければならない。 
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〔毎日新聞社 エコノミスト「学者が斬る」2007.11.6より抜粋 著者：八戸工業大学教授 長谷川明〕 



 

４. 橋梁アセットマネジメントに基づく橋梁長寿命化修繕計画の基本フロー 

 

橋梁長寿命化修繕計画は、図 4-1 に示す基本フローにしたがって策定します。 

計画策定にあたっては、ブリッジマネジメントシステム（以下、ＢＭＳ）を用いて、劣化予測、

ＬＣＣ算定や予算シミュレーション等の分析を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４-１ 橋梁長寿命化修繕計画の基本フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検／健全度評価 

 

更新・維持管理シナリオ 

候補の設定 

 

ＬＣＣ算定 

 

維持管理シナリオ設定 予算シミュレーション 

年度予算（案）の設定 

長寿命化修繕計画 

 

進捗管理・事後評価 

 



 

５. 橋梁長寿命化修繕計画の策定 

 

５.１ 橋梁の維持管理体系 

 

橋梁の維持管理は、その業務内容から「点検・調査」と「維持管理・対策」に大別されます。 

また、「点検・調査」から得られる情報を「維持管理・対策」に反映させる際に、劣化予測・Ｌ

ＣＣ算定・予算シミュレーションなどの意思決定の支援を行なう「ブリッジマネジメントシステ

ム（ＢＭＳ）」と、「点検・調査」および「維持管理・対策」の各種情報を管理蓄積する「橋梁デ

ータベースシステム」という二つのＩＴシステムがあります。 

また、橋梁の維持管理は、「日常管理」、「計画管理」、「異常時管理」から構成されており、それ

ぞれの管理において、「点検・調査」と「維持管理・対策」を体系的に実施します（図 ５-１）。 

維持管理体系におけるそれぞれの内容は以下のとおりです。 

 

（１）【点検・調査】：橋梁の状態を把握し、安全性能・使用性能・耐久性能といった主要な性能を評

価するとともに、アセットマネジメントにおける意思決定に必要な情報を収集します。 

（２）【維持管理・対策】：橋梁の諸性能を維持または改善します。 

（３）【日常管理】：交通安全性の確保、第三者被害の防止、劣化・損傷を促進させる原因の早期除去

および構造安全性の確保を目的として、パトロール、日常点検、清掃、維持工事等を実施し

ます。 

（４）【計画管理】：構造安全性の確保、交通安全性の確保、第三者被害の防止、ならびにＢＭＳを活

用した効率的かつ計画的な維持管理を行なうことを目的に、定期点検、各種点検・調査、対

策工事などを実施します。 

（５）【異常時管理】：地震、台風、大雨などの自然災害時、ならびに事故等の発生時に、交通安全性

の確保、第三者被害の防止および構造安全性の確保を目的として、異常時点検、緊急措置、

各種調査などを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５-１ 維持管理体系 

点検・調査 

維持管理・対策 



 

５.２ 橋梁の維持管理 

 

ＢＭＳにより劣化予測・ＬＣＣ算定・予算シミュレーションを実施し、その結果に基づいて事

業計画の策定を行います。ＢＭＳは大きく５つの step で構成されています。 

step1 は橋梁の維持管理に関する全体戦略を構築します。step2 は、環境条件、橋梁健全度、

道路ネットワークの重要性等を考慮して、橋梁ごとに、維持管理シナリオに基づく維持管理戦略

を立て、選定された維持管理シナリオに対応するＬＣＣを算定します。step3 は、全橋梁のＬＣ

Ｃを集計し、予算シミュレーション機能によって予算制約に対応して維持管理シナリオを変更し、

中長期予算計画を策定します。step4 は補修・改修の中期事業計画を策定し事業を実施します。

そして step5 で事後評価を行い、マネジメント計画全体の見直しを行います。 

 

図 ５-２ ＢＭＳを用いたブリッジマネジメントのフロー 



 

 維持管理・点検 

青森県では、独自の橋梁点検マニュアルを策定し、定期点検を効率的に行うための「橋梁点検支援

システム」を開発して、点検コストを大幅に削減しました。これに習い野辺地町でも同様のシステム・

手順により点検をおこないました。 

 

 橋梁点検支援システム 

「橋梁点検支援システム」は、タブレットＰＣに点検に必要なデータを予めインストールし、点検

現場において点検結果や損傷状況写真を直接ＰＣに登録していく仕組みとなっています。現場作業終了

後は、自動的に点検結果を出力することが可能であり、これにより点検後の作業である写真整理や点検

調書の作成が不要となり、大幅な省力化につながっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５-３ 橋梁点検支援システム 

デスクトップ情報末端システム 

（事務所） 

・点検結果自動処理 

・点検結果表示 

・点検調書作成 

・劣化機構・健全度入力 

・損傷種類、程度入力 

・損傷スケッチ記録 

・写真記録 

プリンター（出力） 

点検台帳データ送信 

点検結果データ送信 



 

 健全度評価 

橋梁の健全度は、潜伏期、進展期、加速期前期・後期、劣化期の５段階で評価します。 

全部材・全劣化機構に共通の定義を表 ５-１に示します。 

 

表 ５-１ 全部材・全劣化機構に共通の健全度評価基準 

健全度 全部材・全劣化機構に共通の定義 

５ 

潜伏期 

劣化現象が発生していないか、発生していたとしても表面に

現れない段階 

４ 

進展期 

劣化現象が発生し始めた初期の段階。劣化現象によっては劣

化の発生が表面に現れない場合がある。 

３ 

加速期前期 

劣化現象が加速度的に進行する段階の前半期。部材の耐荷力

が低下し始めるが、安全性はまだ十分確保されている。 

２ 

加速期後期 

劣化現象が加速度的に進行する段階の後半期。部材の耐荷力

が低下し、安全性が損なわれている。 

１ 

劣化期 

劣化の進行が著しく、部材の耐荷力が著しく低下した段階。

部材種類によっては安全性が損なわれている場合があり、緊

急措置が必要。 

 

また、部材・劣化機構ごとに評価基準を設定しています。評価基準は健全度の定義や標準的状態、

および参考写真とともに「点検ハンドブック」として取りまとめ、それらを点検現場に携帯することに

より、点検者によって点検結果が異なることのないようにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５-４ 健全度評価基準の例（点検ハンドブック） 

 

健全 

劣化 

 



 

 維持管理シナリオ 

橋梁アセットマネジメントにおいては、橋梁の置かれている状況（環境・道路ネットワーク上の重

要性）や劣化・損傷の状況（橋梁健全度）に応じて、橋梁ごとに、適用可能な維持管理シナリオ候補を

一つまたは複数選定します。 

維持管理シナリオは、長寿命化シナリオと更新シナリオに大別され、さらに以下のように細分化さ

れ、長寿命化シナリオは６つの種類を設定しています。 

 

○ 維持管理シナリオ  

・更新シナリオ 

  （a）全体更新シナリオ 

（b）上部工更新シナリオ 

（C）床版打換シナリオ 

・長寿命化シナリオ 

（a）A1:戦力的対策シナリオ 

（b）A2:LCC 最小化シナリオ 

    （c）B1:早期対策シナリオ HG 

（d）B2:早期対策シナリオ 

（e）C1:事後対策シナリオ 

（d）C2:事後対策シナリオ構案 

 

 戦略的対策シナリオ（A1） 

特殊環境橋梁等を対象に、鋼部材の定期的な塗装塗替など戦略的な予防対策を行う。 

 

 ＬＣＣ最小化シナリオ（A2） 

新設橋梁の維持管理を想定した場合に、部材種類ごとにＬＣＣが最も小さくなる対策を行う。 

 

 早期対策シナリオハイグレード型（B1） 

劣化・損傷により部材性能に影響が出始める初期段階で対策を実施するが、長寿命化の効果が高

い工法・材料を採用する。例えば、鋼部材の塗装塗替において上位塗装に変更するなど。 

 

 早期対策シナリオ（B2） 

B-1 シナリオ同様、健全度 3.0 において早期的な対策を実施するが、B-1 シナリオと比較して対

策コストの小さい工法・材料を採用する。例えば、鋼部材の塗装塗替において同等塗装を行うなど。 

 

 事後保全型シナリオ（C1） 

劣化・損傷により利用者の安全性に影響が出始める前に、事後的な対策を行う。例えば、鋼部材

の当て板補強を伴う塗装塗替など 

 

 事後保全型シナリオ構造安全確保型（C2） 

C-1 と同様の対策を行うが、予算制約から健全度 1.5～1.0 において対策を行う。 

 

 電気防食シナリオ（オプション） 

コンクリート橋の桁材に対して、劣化・損傷の進行を抑制することを目的に電気防食を行う。そ

の他の部材については A-1～C-2 のいずれかのシナリオの対策を行う。 



 

シナリオ候補の選定は、橋梁の健全度や架設されている環境条件、特殊性などを考慮して行いま

す。下の図 5-5 にシナリオの選定フローを示します。 

 

 更新対象の選定 

主要部材の劣化・損傷が著しく進行している老朽橋梁や、日本海側に多く見られるような塩害の進

行が著しい重度の劣化橋梁は、高価な補修工事を繰り返すよりも架け替える方が経済的となる場合があ

ります。これらの条件に当てはまる橋梁については、ＬＣＣ評価と詳細調査によって更新した方がコス

ト的に有利と判断される場合は、更新型シナリオを選定します。 

 

 長寿命化シナリオの絞込み 

仮橋の設置など架け替えが環境的・技術的に非常に困難な橋梁や、大河川や大峡谷に架設されてい

て架け替えに際して莫大な費用が発生する橋梁は、長寿命化シナリオを選定します。 

それ以外の橋梁は、Ａ２及びＢ１～Ｃ２より適切なシナリオを選定します。 

長寿命化シナリオ選定のフローは以下の図のようになっております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５-５ 維持管理シナリオ候補の選定フロー 



 

（５）健全度の将来予測とＬＣＣ算定 

 劣化予測式の設定 

健全度の将来予測は、劣化速度を設定した劣化予測式を用いて行います。 

劣化予測式は、青森県の点検データや過去の補修履歴、および既存の研究成果や学識経験者の知見

などをもとに、部材、材質、劣化機構、仕様、環境条件ごとに設定されています。 

 

 劣化予測式の自動修正 

数多くのデータをもとに劣化予測式を設定しても、実際の橋梁においてはローカルな環境条件や部

材の品質の違いなどがあるために、劣化は劣化予測式どおりには進行しません。そこで、点検した部材

要素ごとに、点検結果を通るように劣化予測式を自動修正します。これによって、点検した部材要素の

劣化予測式は現実に非常に近いものとなり、ＬＣＣ算定精度を大幅に向上させることができます。 

 

 ＬＣＣの算定 

あらかじめ対策を実施する健全度（「管理水準」という）を設定し、対策の種類や対策コスト、回復

健全度、対策後の劣化予測式等の情報を整備することによって、繰り返し補修のＬＣＣを算定すること

ができます（図 ５-６・図 ５-７参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例）与田川橋 

・部材：主桁 

・材質：鉄筋コンクリート 

・劣化機構：中性化 等 

図 ５-６ 健全度グラフ例 図 ５-７ ＬＣＣ算定例 

対策時期が遅れる 

50 年間で 

費用の差が発生する 



 

（６）予算の平準化 

 

○対策工費が予算額に収まらない場合は、維持管理シナリオを変更することにより費用発生時期を

変更し平準化を図る。 

○シナリオ変更の順序は、シナリオ変更することでＬＣＣの増加が少ない橋梁から優先して行う。 

 

 

 

 

○シナリオ変更は、シナリオ候補選定で候補としたシナリオの範囲内で行う。 

 

 

 

 

 

 

★ 平準化のしくみ ★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

維持管理シナリオ変更 

費用発生時期の変更 

該当橋梁に合ったシナリオ候補より選定する

ことで、現場からの信頼度が高くなる。 

予算に対する信頼度が高くなる 



 

（７）シナリオ別ＬＣＣ算定結果 

シナリオ選定を終えた後、LCC 算定を行います。 

野辺地町の管理橋梁 29 橋のシナリオ候補を検討した結果、図５-８に示す結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５-８ 橋梁別シナリオ選定結果 

  

切明橋 

太田新田 1号橋 

雑吉沢橋 

中渡橋 

陣場川原橋 

馬門柴崎線橋梁 

三開橋 

有戸橋 

 

太田新田 2号橋 

かもしか橋 

烏帽子一番橋 

烏帽子二番橋 

烏帽子三番橋 

烏帽子四番橋 

十郎兵橋 

響き橋 

湯沢橋 

御手洗瀬橋 

計 10橋 

【橋長 15m以下橋梁】 

合計 20橋 

計 8橋 

第二川目橋 

獅子沢跨線橋 

新田橋 

白岩橋 

川目橋 

下小中野橋 

臨海線橋 

 

【橋長 15m以上橋梁】 

合計 9橋 

計 7橋 

第一観音跨線橋 

第二観音跨線橋 

計 2橋 

蟹田橋・・・・・上部工更新 

与田川橋・・・上部工更新 

計 2橋 



 

【ＬＣＣ算定結果】 

ＬＣＣ算定結果より、全橋梁を事後対策シナリオ（Ｃ２）で維持管理した場合の５０年間の 

ＬＣＣは 8.73 億円、ＬＣＣ最小化シナリオ（Ａ２）で維持管理した場合の５０年間のＬＣＣは 5.30

億円となり、その差額は 3.43 億円となりました。（図 5-9 参照） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ５-９ 各シナリオによる補修費の累計 

 

（８）予算シミュレーション 

 ５０年間ＬＣＣが最小となる組み合わせのシナリオを採用して、ＬＣＣを集計した結果、毎年

必要となる補修費の推移は図 5-10 のようになり、合計で 4.88億円となった 

※最少となるシナリオの補修費合計＝4.88億円 

 

図 ５-１０ ５０年間ＬＣＣが最小となるシナリオの組み合わせにおける補修費の推移 

 

差額 3.43 億円 
C-2 : 8.73 億円 

 

 

A-2 : 5.30 億円 

 

ＬＣＣが最小となるシナリオ組み合わせ

による補修費累計額＝4.88 億円 



 

 「野辺地町の補修費に対する予算制約」を予算平準化の条件として予算シミュレーションを実

施した結果、図 5-11 に示すとおり５０年間ＬＣＣは 4.88 億円となり、図 5-１0 のＬＣＣ

最少時と同額で計画することが可能となりました。 

※本修繕計画によるＬＣＣ総額＝4.88億円   （シナリオの変更による増額無し） 

 

 

図 ５-１1 予算制約を考慮した予算シミュレーション結果 

 

 予算シミュレーションの前後で、シナリオ別橋梁数は図 5-12に示すとおりとなり、ＬＣＣ最

少額となったためシナリオの変化がありませんでした。 

 

 

図 ５-１２ 予算シミュレーション結果によるシナリオ数 

  

ＬＣＣ最少額での計画可能！ 



 

 予算制約によるシミュレーションの結果、シナリオの変更も発生しないことからＬＣＣ最少時

と同額となり、差額は 0円となりました。（図 5-13 参照） 

 

図 ５-１３ 予算シミュレーション前後の累計補修費の比較 

 

差額 0 円！ 



 

（９）10 年間対策工事リスト 

予算シミュレーションにより決定した各橋梁の維持管理シナリオに基づき、今後 10 年間に実

施する長寿命化対策工事リスト及び上部工更新工事リストの概要を以下に示す。 

 

表 ５-２ 各橋梁の対策工事リストの概要 

年 度 路線 橋梁名 事業内容 定 期 点 検 

平成 28 年度 駅前鳴沢線 与田川橋 上・下部工補修他工事 - 

平成 29 年度 獅子沢線 獅子沢跨線橋 下部工補修他工事 - 

平成 30 年度 柴崎馬門温泉線 中渡橋 上・下部工補修他工事 
橋梁定期点検 

(橋長 15m 以下) 

平成 31 年度 

鳥井平・松ノ木線 御手洗瀬橋 上・下部工補修工事 

橋梁定期点検 

(橋長 15m 以上) 

太田新田線 太田新田 1号橋 下部工他補修工事 

下町一ノ渡線 新田橋 高欄・排水管補修工事 

烏帽子岳 B 線 烏帽子二番橋 下部工補修工事 

烏帽子岳 B 線 烏帽子三番橋 下部工補修他工事 

陣場川原線 陣場川原橋 上・下部工補修他工事 

平成 32 年度 
烏帽子岳 B 線 烏帽子四番橋 上・下部工補修他工事 

- 
烏帽子岳 B 線 かもしか橋 上部工補修他工事 

平成 33 年度 

工業団地 2号線 響き橋 下部工補修他工事 

- 

淋代支線 1号線 十郎兵橋 防護柵塗装塗替え工事 

湯沢線 湯沢橋 下部工補修他工事 

太田新田線 太田新田 2号橋 伸縮装置交換他工事 

船橋線 雑吉沢橋 下部工補修他工事 

平成 34 年度 
有戸鳥井平千草橋線  三開橋 上部工補修他工事 

- 
木明・目ノ越線 有戸橋 沓座モルタル復旧工事 

平成 35 年度 

上小中野開拓道路線  切明橋 上・下部工補修他工事 

橋梁定期点検 

(橋長 15m 以下) 
観音林脇線 第二観音跨線橋 上部工塗装塗替え他工事 

一ノ渡線 第二川目橋 高欄・排水管補修工事 

平成 36 年度 

鳥井平・松ノ木線 御手洗瀬橋 下部工補修他工事 

橋梁定期点検 

(橋長 15m 以上) 
陣場川原線 陣場川原橋 伸縮装置交換他工事 

獅子沢線 獅子沢跨線橋 下部工補修工事 

平成 37 年度 蟹田道路線 蟹田橋 上部工架け替え工事 - 
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６. 橋梁長寿命化修繕計画により見込まれるコスト縮減効果 

 

 全橋梁において長寿命化対策を行い、予防保全型維持管理を中心とした効率的な修繕計画を継続的

に実施することにより、従来の事後保全型維持管理と比較し、５０年間で 2.49 億円のコスト縮減を

図ることが可能であると試算されました 

 

 全橋梁のコスト縮減効果 

 

＜全橋を事後保全（C２シナリオ）とした場合との比較＞ 

○全橋を事後保全（C２シナリオ）とした場合のＬＣＣ総額（５０年間） 

○予防保全型維持管理（本修繕計画）によるＬＣＣの総額（５０年間） 

     コスト縮減額 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.73 億円  

6.25 億円  

2.49 億円  

6.25 億円 

8.73 億円 

コスト縮減額 

＝2.49 億円 

28％縮減効果！ 

図６-１ 橋梁のコスト縮減効果 

8年目：与田川橋上部工更新 

9年目：蟹田橋上部工更新 



 

７. 事後評価 

 

計画的維持管理のレベルアップを目的として、定期的に事後評価を行い、必要に応じて計画に

見直しを行います。 

５年ごとに実施する定期点検データを分析し、劣化予測データベースやＬＣＣ算定データベー

スの見直しを行うとともに、中期事業計画の見直しを行います。 

また、１０年ごとに事業実施結果を評価して、政策目標や維持管理方針の見直しを行うととも

に、中長期事業計画の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業実施 

５年ごとの事後評価 

１０年ごとの事後評価 

劣化予測データベースの見直し 

ＬＣＣ算定データベースの見直し 

中期事業計画の見直し 

中長期事業計画の見直し 

図 ７-１ 事後評価 



 

８. 市町村橋梁長寿命化修繕計画策定に係る学識経験者の意見聴取 

 

 

本計画は学識経験者等の専門知識を有する方の意見を踏まえて策定しました。 

 

 

● 学識経験者   長谷川 明  八戸工業大学 工学部 土木建築工学科 教授 

 

 

● 計画策定担当  野辺地町役場 建設環境課 

 

 

 

【 意見聴取実施状況 】 

  

  



 
  

年度
グループ

番号
橋梁番号 橋梁名

部材区分
グループ番号

部材区分
グループ名

部材区分
番号

部材区分名 端部
シナリオ

番号
事業費

JR線単価割増
×1.8

消費税10％
+

割増10％
工事費総額

超過
年度

実施
年度

橋梁
順位

実施
順位

総要素数 補修工法名1 補修費1 要素数1 補修工法名2 補修費2 要素数2

事業費(割増率増加分なし) ¥5,000,000
設計委託費 ¥5,000,000

総合計 ¥5,000,000
事業費(割増率増加分なし) ¥34,000,000
事業費(割増率増加分あり) ¥40,000,000

- 401309102 与田川橋 橋梁補修費 ¥36,000,000.0 ¥30,000,000
補修費合計 ― ¥36,000,000 ¥30,000,000
設計委託費 ¥3,840,000 ¥3,200,000

事業費総合計 ¥39,840,000 ¥33,200,000

総合計 ¥39,840,000
事業費(割増率増加分なし) ¥23,000,000
事業費(割増率増加分あり) ¥33,000,000

25 401101539 獅子沢跨線橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 2 ¥6,141,704 ¥3,412,058 0 1 20 7 2 /断面修復（凍害-加速期後期）/表面処理（浸透系） ¥3,412,058 2
23 401101539 獅子沢跨線橋 3 下部工グループ 45 橋脚梁部 TRUE 2 ¥1,698,756 ¥943,753 0 1 21 20 2 /断面修復（凍害-加速期前期）/表面処理（浸透系） ¥943,753 2
24 401101539 獅子沢跨線橋 3 下部工グループ 49 橋台胸壁 TRUE 2 ¥1,015,367 ¥564,093 0 1 22 29 2 /断面修復（凍害-加速期後期）/表面処理（浸透系） ¥564,093 2
29 401101539 獅子沢跨線橋 6 高欄・防護柵グループ 63 地覆 FALSE 2 ¥5,594,526 ¥3,108,070 3 3 23 69 6 /打替 ¥3,108,070 6
27 401101539 獅子沢跨線橋 5 支承・伸縮装置グループ 55 支承 TRUE 2 ¥2,348,288 ¥1,304,605 4 4 24 76 6 /交換（支承・ゴム）/ゴム支承 ¥1,304,605 2

補修費合計 ¥16,798,641 ¥9,332,579
設計委託費 ¥15,960,000 ¥13,300,000

事業費総合計 ¥16,798,641 ¥15,960,000 ¥22,632,579

総合計 ¥32,758,641
事業費(割増率増加分なし) ¥30,000,000
事業費(割増率増加分あり) ¥36,000,000

231 401304601 中渡橋 1 上部工グループ 1 主桁 FALSE 2 ¥2,709,774 ¥2,258,145 0 1 33 10 4 /2種ケレン/c-1塗装/当て板5% ¥2,258,145 4
230 401304601 中渡橋 1 上部工グループ 1 主桁 TRUE 2 ¥677,444 ¥564,536 0 1 34 28 8 /2種ケレン/c-1塗装/当て板5% ¥564,536 8
233 401304601 中渡橋 2 床版グループ 36 コンクリート床版（鋼桁） FALSE 2 ¥169,614 ¥141,345 0 2 35 52 5 /断面修復（凍害-加速期前期）/表面処理（浸透系） ¥84,191 1 /断面修復（中性化-加速期前期） ¥57,154 1
238 401304601 中渡橋 5 支承・伸縮装置グループ 55 支承 TRUE 2 ¥10,629,974 ¥8,858,312 2 3 36 65 8 /交換（支承・鋼）/LB（可動） ¥8,858,312 8
239 401304601 中渡橋 5 支承・伸縮装置グループ 60 伸縮装置 TRUE 2 ¥3,427,037 ¥2,855,864 4 3 37 70 2 /交換（伸縮装置）/伸縮装置（鋼） ¥2,855,864 2
234 401304601 中渡橋 3 下部工グループ 49 橋台胸壁 TRUE 2 ¥145,714 ¥121,429 2 3 38 74 2 /断面修復（中性化-加速期前期） ¥121,429 1
232 401304601 中渡橋 2 床版グループ 36 コンクリート床版（鋼桁） TRUE 2 ¥8,573 ¥7,144 2 3 39 75 10 /断面修復（中性化-加速期前期） ¥7,144 1
27 401304601 中渡橋 6 高欄・防護柵グループ 63 地覆 FALSE 2 ¥625,786 ¥521,488 6 5 2 2 1 /打替 ¥521,488 1
26 401304601 中渡橋 6 高欄・防護柵グループ 62 防護柵 FALSE 2 ¥385,901 ¥321,584 6 5 3 4 2 /3種Aケレン/a-1塗装 ¥321,584 2

補修費合計 ¥18,779,818 ¥15,650,119

設計委託費 ¥11,760,000 ¥9,800,000
定期点検費(15m以下) ¥4,800,000 ¥4,000,000

事業費総合計 ¥35,339,818 ¥29,450,119

総合計 ¥35,339,818
事業費(割増率増加分なし) ¥28,000,000
事業費(割増率増加分あり) ¥34,000,000

314 401309901 御手洗瀬橋 2 床版グループ 38 コンクリート床版 FALSE 2 ¥1,096,493 ¥530,826 ¥442,355 0 2 73 39 10 /表面処理（浸透系） ¥442,355 10
315 401309901 御手洗瀬橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 2 ¥522,353 ¥435,294 0 2 74 40 20 /表面処理（浸透系） ¥435,294 20
316 401309901 御手洗瀬橋 3 下部工グループ 51 橋台翼壁 TRUE 2 ¥43,314 ¥36,095 0 2 75 63 4 /表面処理（浸透系） ¥36,095 4
130 401203701 太田新田１号橋 3 下部工グループ 49 橋台胸壁 TRUE 2 ¥5,128,326 ¥75,099 ¥62,583 0 2 78 60 2 /表面処理（浸透系） ¥62,583 2

- 401203701 太田新田１号橋 その他 - 71 排水管 FALSE 2 ¥921,600 ¥768,000 - - - - 4 /交換 ¥768,000 4
13 401203701 太田新田１号橋 6 高欄・防護柵グループ 62 防護柵 FALSE 2 ¥400,464 ¥333,720 6 5 4 3 2 /3種Aケレン/a-1塗装 ¥333,720 2
12 401203701 太田新田１号橋 5 支承・伸縮装置グループ 60 伸縮装置 TRUE 2 ¥3,656,064 ¥3,046,720 8 7 5 13 2 /交換（伸縮装置）/伸縮装置（鋼） ¥3,046,720 2
11 401203701 太田新田１号橋 3 下部工グループ 49 橋台胸壁 TRUE 2 ¥75,099 ¥62,583 8 7 6 26 2 /表面処理（浸透系） ¥62,583 2
43 401101840 新田橋 6 高欄・防護柵グループ 61 高欄 FALSE 6 ¥6,028,090 ¥5,106,490 ¥4,255,408 1 2 69 33 2 /交換（鋼製） ¥4,255,408 2

- 401101840 新田橋 その他 - 71 排水管 FALSE 6 ¥921,600 ¥768,000 - - - - 4 /交換 ¥768,000 4
198 401204004 烏帽子三番橋 6 高欄・防護柵グループ 62 防護柵 FALSE 2 ¥5,438,675 ¥2,116,224 ¥1,763,520 0 1 40 11 2 /2種ケレン/a-1塗装/交換（鋼製） ¥1,763,520 2
192 401204004 烏帽子三番橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 2 ¥1,820,565 ¥1,517,137 0 1 41 14 4 /断面修復（凍害-劣化期）/表面処理（浸透系） ¥1,415,317 1 /表面処理（浸透系） ¥101,820 1
199 401204004 烏帽子三番橋 6 高欄・防護柵グループ 63 地覆 FALSE 2 ¥1,501,886 ¥1,251,572 1 2 42 37 2 /打替 ¥1,251,572 2
260 401307101 陣場川原橋 1 上部工グループ 1 主桁 TRUE 2 ¥5,352,172 ¥2,068,619 ¥1,723,849 0 1 43 12 14 /脱塩工法/表面処理（浸透系） ¥1,723,849 14
261 401307101 陣場川原橋 1 上部工グループ 1 主桁 FALSE 2 ¥1,608,746 ¥1,340,622 0 1 44 18 28 /表面処理（浸透系） ¥1,340,622 28
265 401307101 陣場川原橋 2 床版グループ 38 コンクリート床版 FALSE 2 ¥514,707 ¥428,922 0 2 45 41 24 /脱塩工法/表面処理（浸透系） ¥428,922 24
267 401307101 陣場川原橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 2 ¥335,030 ¥279,191 0 2 46 48 2 /表面処理（浸透系） ¥279,191 2
263 401307101 陣場川原橋 1 上部工グループ 4 端横桁 TRUE 2 ¥137,940 ¥114,950 0 2 47 54 12 /脱塩工法/表面処理（浸透系） ¥114,950 12
266 401307101 陣場川原橋 3 下部工グループ 49 橋台胸壁 TRUE 2 ¥101,077 ¥84,231 0 2 48 57 2 /表面処理（浸透系） ¥84,231 2
262 401307101 陣場川原橋 1 上部工グループ 3 横桁 FALSE 2 ¥82,852 ¥69,044 0 2 49 59 18 /表面処理（浸透系） ¥69,044 18
264 401307101 陣場川原橋 2 床版グループ 38 コンクリート床版 TRUE 2 ¥51,770 ¥43,141 0 2 50 61 12 /断面修復（塩害-加速期前期）/犠牲陽極材/表面処理（浸透系） ¥43,141 12
272 401307101 陣場川原橋 6 高欄・防護柵グループ 62 防護柵 FALSE 2 ¥451,432 ¥376,193 4 4 51 77 2 /3種Aケレン/a-1塗装 ¥376,193 2
176 401204003 烏帽子二番橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 4 ¥1,919,627 ¥1,795,195 ¥1,495,996 0 1 52 16 2 /断面修復（凍害-加速期後期） ¥1,495,996 2
177 401204003 烏帽子二番橋 3 下部工グループ 51 橋台翼壁 TRUE 4 ¥124,432 ¥103,693 0 2 53 55 4 /断面修復（凍害-加速期後期） ¥103,693 1

補修費合計 ¥24,963,383 ¥20,802,819
設計委託費 ¥8,280,000 ¥6,900,000

事業費総合計 ¥33,243,383 ¥27,702,819

総合計 ¥33,243,383
事業費(割増率増加分なし) ¥26,000,000
事業費(割増率増加分あり) ¥34,000,000

202 401204005 烏帽子四番橋 1 上部工グループ 1 主桁 TRUE 4 ¥9,668,074 ¥359,147 ¥299,289 0 2 56 47 4 /2種ケレン/a-1塗装/当て板10% ¥299,289 4
205 401204005 烏帽子四番橋 1 上部工グループ 4 端横桁 TRUE 4 ¥242,319 ¥201,933 0 2 57 51 2 /2種ケレン/a-1塗装/当て板5% ¥201,933 2
204 401204005 烏帽子四番橋 1 上部工グループ 3 横桁 FALSE 4 ¥121,160 ¥100,966 0 2 58 56 1 /2種ケレン/a-1塗装/当て板5% ¥100,966 1
211 401204005 烏帽子四番橋 5 支承・伸縮装置グループ 55 支承 TRUE 4 ¥5,376,178 ¥4,480,148 2 3 59 66 4 /交換（支承・鋼）/LB（可動） ¥4,480,148 4
207 401204005 烏帽子四番橋 2 床版グループ 36 コンクリート床版（鋼桁） FALSE 4 ¥451,998 ¥376,665 2 3 60 73 4 /断面修復（凍害-加速期前期） ¥376,665 4
208 401204005 烏帽子四番橋 3 下部工グループ 49 橋台胸壁 TRUE 4 ¥265,547 ¥221,289 4 4 61 78 2 /断面修復（凍害-加速期前期） ¥221,289 2
206 401204005 烏帽子四番橋 2 床版グループ 36 コンクリート床版（鋼桁） TRUE 4 ¥142,240 ¥118,533 4 4 62 80 6 /断面修復（凍害-加速期前期） ¥118,533 6

- 401204005 烏帽子四番橋 その他 - 71 排水管 FALSE 4 ¥921,600 ¥768,000 - - - - 4 /交換 ¥768,000 4
209 401204005 烏帽子四番橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 4 ¥1,070,270 ¥891,892 0 1 54 22 2 /断面修復（凍害-加速期後期） ¥684,878 1 /断面修復（凍害-加速期前期） ¥207,014 1
203 401204005 烏帽子四番橋 1 上部工グループ 1 主桁 FALSE 4 ¥717,616 ¥598,013 0 1 55 27 4 /2種ケレン/a-1塗装/当て板5% ¥598,013 4
155 401204001 かもしか橋 2 床版グループ 38 コンクリート床版 FALSE 2 ¥1,252,743 ¥828,408 ¥690,340 0 1 63 25 8 /表面処理（浸透系） ¥690,340 8
18 401204001 かもしか橋 6 高欄・防護柵グループ 62 防護柵 FALSE 2 ¥236,638 ¥197,198 6 5 13 7 1 /3種Aケレン/a-1塗装 ¥197,198 1
17 401204001 かもしか橋 6 高欄・防護柵グループ 61 高欄 FALSE 2 ¥187,697 ¥156,414 6 5 14 9 1 /3種Aケレン/a-1塗装 ¥156,414 1

補修費合計 ¥10,920,817 ¥9,100,681
設計委託費 ¥16,920,000 ¥14,100,000

定期点検費(15m以上) ¥3,000,000 ¥2,500,000
事業費総合計 ¥30,840,817 ¥25,700,681

総合計 ¥33,840,817

　新田橋、烏帽子三番橋、陣馬川原橋

　烏帽子四番橋、かもしか橋

　響き橋、十郎兵橋、湯沢橋、太田新田2号橋、雑吉沢橋

2018年
(2年目)

Ｈ30

2019年
(3年目)

Ｈ31

2020年
(4年目)

Ｈ32

　与田川橋補

　獅子沢跨線橋

　中渡橋,御手洗瀬、太田新田1号橋、烏帽子二番橋

2015年
H27

2016年
(0年目)

Ｈ28

2017年
(1年目)

Ｈ29

事業経緯書¥5,000,000

事業経緯書¥32,000,000

事業経緯書¥30,000,000

事業経緯書¥2,000,000

事業経緯書 ¥0

事業経緯書 ¥0



  

年度
グループ
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部材区分
グループ番号

部材区分
グループ名

部材区分
番号

部材区分名 端部
シナリオ

番号
事業費

JR線単価割増
×1.8

消費税10％
+

割増10％
工事費総額

超過
年度

実施
年度

橋梁
順位

実施
順位

総要素数 補修工法名1 補修費1 要素数1 補修工法名2 補修費2 要素数2

事業費(割増率増加分なし) ¥23,000,000
事業費(割増率増加分あり) ¥28,000,000

280 401308401 響き橋 3 下部工グループ 51 橋台翼壁 TRUE 3 ¥13,045,549 ¥4,976,321 ¥4,146,934 1 2 70 34 4 /断面修復（凍害-加速期前期） ¥4,146,934 4
279 401308401 響き橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 3 ¥2,747,952 ¥2,289,960 1 2 71 36 2 /断面修復（凍害-加速期前期） ¥2,289,960 2
278 401308401 響き橋 2 床版グループ 38 コンクリート床版 FALSE 3 ¥5,321,276 ¥4,434,397 2 3 72 67 1 /断面修復（凍害-加速期前期） ¥4,434,397 1
227 401300301 十郎兵橋 6 高欄・防護柵グループ 62 防護柵 FALSE 2 ¥382,261 ¥318,551 0 2 76 46 4 /3種Aケレン/a-1塗装 ¥318,551 1
309 401309801 湯沢橋 3 下部工グループ 51 橋台翼壁 TRUE 2 ¥421,071 ¥92,217 ¥76,847 1 2 77 58 4 /表面処理（浸透系） ¥76,847 1
35 401309801 湯沢橋 6 高欄・防護柵グループ 62 防護柵 FALSE 2 ¥236,638 ¥197,198 6 5 15 8 1 /3種Aケレン/a-1塗装 ¥197,198 1
34 401309801 湯沢橋 3 下部工グループ 51 橋台翼壁 TRUE 2 ¥92,217 ¥76,847 9 8 16 41 1 /表面処理（浸透系） ¥76,847 1

145 401203702 太田新田２号橋 3 下部工グループ 49 橋台胸壁 TRUE 2 ¥6,169,283 ¥46,209 ¥38,508 0 2 79 62 2 /表面処理（浸透系） ¥38,508 1
- 401203702 太田新田２号橋 その他 - 71 排水管 FALSE 2 ¥921,600 ¥768,000 - - - - 4 /交換 ¥768,000 4

16 401203702 太田新田２号橋 6 高欄・防護柵グループ 62 防護柵 FALSE 2 ¥327,652 ¥273,043 6 5 10 6 2 /3種Aケレン/a-1塗装 ¥273,043 2
15 401203702 太田新田２号橋 5 支承・伸縮装置グループ 60 伸縮装置 TRUE 2 ¥4,873,822 ¥4,061,518 8 7 11 12 2 /交換（伸縮装置）/伸縮装置（鋼） ¥4,061,518 2

218 401300101 雑吉沢橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 2 ¥163,715 ¥18,091 ¥15,076 0 2 80 64 8 /表面処理（浸透系） ¥15,076 1
25 401300101 雑吉沢橋 6 高欄・防護柵グループ 62 防護柵 FALSE 2 ¥145,623 ¥121,353 6 5 17 10 2 /3種Aケレン/a-1塗装 ¥121,353 2

補修費合計 ¥20,181,879 ¥16,818,233
設計委託費 ¥7,320,000 ¥6,100,000

補修費総合計 ¥27,501,879 ¥22,918,233

総合計 ¥27,501,879
事業費(割増率増加分なし) ¥35,000,000
事業費(割増率増加分あり) ¥41,000,000

41 401310801 三開橋 6 高欄・防護柵グループ 62 防護柵 FALSE 2 ¥28,714,038 ¥364,058 ¥303,382 6 5 7 5 2 /3種Aケレン/a-1塗装 ¥303,382 2
40 401310801 三開橋 5 支承・伸縮装置グループ 60 伸縮装置 TRUE 2 ¥17,017,874 ¥14,181,562 8 6 8 11 2 /交換（伸縮装置）/伸縮装置（鋼） ¥14,181,562 2
39 401310801 三開橋 2 床版グループ 38 コンクリート床版 TRUE 2 ¥248,948 ¥207,456 8 7 9 22 15 /表面処理（浸透系） ¥207,456 15

339 401310801 三開橋 5 支承・伸縮装置グループ 55 支承 TRUE 2 ¥4,873,822 ¥4,061,518 0 0 1 1 24 /交換（支承・ゴム）/ゴム支承 ¥14,720,902 24
335 401310801 三開橋 2 床版グループ 38 コンクリート床版 FALSE 2 ¥3,960,142 ¥3,300,118 0 1 2 8 18 /断面修復（中性化-加速期前期） ¥978,630 7 /断面修復（凍害-加速期後期）/表面処理（浸透系）¥881,363 4
334 401310801 三開橋 2 床版グループ 38 コンクリート床版 TRUE 2 ¥1,074,788 ¥895,656 0 1 3 21 36 /断面修復（中性化-加速期前期） ¥324,265 18 /断面修復（中性化-劣化期） ¥246,055 3
333 401310801 三開橋 1 上部工グループ 1 主桁 FALSE 2 ¥252,807 ¥210,672 4 4 4 79 12 /断面修復（中性化-加速期前期） ¥210,672 1

- 401310801 三開橋 その他 - 71 排水管 FALSE 2 ¥921,600 ¥768,000 - - - - - 4 /交換 ¥768,000 4
- 401310901 有戸橋 その他 - 58 沓座モルタル TRUE 2 ¥268,800 ¥224,000 - - - - - 2 /撤去再設置 ¥224,000 2

補修費合計 ¥28,982,838 ¥24,152,365
設計委託費 ¥11,880,000 ¥9,900,000

補修費総合計 ¥40,862,838 ¥34,052,365

総合計 ¥40,862,838
事業費(割増率増加分なし) ¥23,000,000
事業費(割増率増加分あり) ¥28,000,000

10 401202601 切明橋 6 高欄・防護柵グループ 63 地覆 FALSE 2 ¥1,559,458 ¥1,299,549 8 7 19 14 2 /打替 ¥1,299,549 2
9 401202601 切明橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 2 ¥274,315 ¥228,596 8 7 20 20 2 /表面処理（浸透系） ¥228,596 2
8 401202601 切明橋 3 下部工グループ 49 橋台胸壁 TRUE 2 ¥93,317 ¥77,764 8 7 21 25 1 /表面処理（浸透系） ¥77,764 1
7 401202601 切明橋 1 上部工グループ 4 端横桁 TRUE 2 ¥12,386 ¥10,321 8 7 22 33 1 /表面処理（浸透系） ¥10,321 1

112 401202601 切明橋 1 上部工グループ 1 主桁 FALSE 2 ¥9,108,245 ¥7,590,204 0 0 12 3 6 /断面修復（中性化-劣化期） ¥6,936,812 2 /断面修復（中性化-加速期前期） ¥653,392 3
111 401202601 切明橋 1 上部工グループ 1 主桁 TRUE 2 ¥568,858 ¥474,049 0 1 13 30 8 /断面修復（中性化-加速期後期） ¥286,918 2 /断面修復（中性化-加速期前期） ¥187,131 4
117 401202601 切明橋 3 下部工グループ 49 橋台胸壁 TRUE 2 ¥470,887 ¥392,406 0 2 14 43 2 /断面修復（凍害-加速期前期）/表面処理（浸透系） ¥392,406 1
115 401202601 切明橋 2 床版グループ 38 コンクリート床版 TRUE 2 ¥306,231 ¥255,192 0 2 15 49 10 /断面修復（中性化-加速期後期） ¥201,872 2 /断面修復（中性化-加速期前期） ¥53,320 2
118 401202601 切明橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 2 ¥274,315 ¥228,596 0 2 16 50 2 /表面処理（浸透系） ¥228,596 2
114 401202601 切明橋 1 上部工グループ 4 端横桁 TRUE 2 ¥142,814 ¥119,012 0 2 17 53 4 /断面修復（中性化-劣化期） ¥108,691 1 /表面処理（浸透系） ¥10,321 1
116 401202601 切明橋 2 床版グループ 38 コンクリート床版 FALSE 2 ¥1,521,617 ¥1,268,014 3 3 18 71 6 /断面修復（中性化-加速期前期） ¥863,769 4 /断面修復（中性化-加速期後期） ¥404,245 1

- 401202601 切明橋 その他 - 71 排水管 FALSE 2 ¥460,800 ¥384,000 - - - - 2 /交換 ¥384,000 2
6 401107945 第二観音跨線橋 6 高欄・防護柵グループ 62 防護柵 FALSE 2 ¥1,649,182 ¥916,212 8 7 23 15 2 /3種Aケレン/a-1塗装 ¥916,212 2
1 401001970 第二川目橋 6 高欄・防護柵グループ 61 高欄 FALSE 2 ¥921,084 ¥892,284 ¥743,570 8 7 24 16 2 /3種Aケレン/a-1塗装 ¥743,570 2

- 401001970 第二川目橋 その他 - 71 排水管 FALSE 2 ¥28,800 ¥24,000 - - - - 4 /2種ケレン/c-1塗装 ¥24,000 4
補修費合計 ¥1,649,182 ¥15,714,327 ¥14,012,022
設計委託費 ¥10,080,000 ¥8,400,000

補修費総合計 ¥1,649,182 ¥25,794,327 ¥22,412,022

総合計 ¥27,443,509
事業費(割増率増加分なし) ¥24,000,000
事業費(割増率増加分あり) ¥29,000,000

36 401309901 御手洗瀬橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 2 ¥612,880 ¥522,353 ¥435,294 8 7 25 17 20 /表面処理（浸透系） ¥435,294 20
38 401309901 御手洗瀬橋 6 高欄・防護柵グループ 61 高欄 FALSE 2 ¥47,213 ¥39,344 8 7 26 28 1 /3種Aケレン/a-1塗装 ¥39,344 1
37 401309901 御手洗瀬橋 3 下部工グループ 51 橋台翼壁 TRUE 2 ¥43,314 ¥36,095 8 7 27 31 4 /表面処理（浸透系） ¥36,095 4
32 401307101 陣場川原橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 2 ¥5,408,190 ¥335,030 ¥279,191 8 7 28 18 2 /表面処理（浸透系） ¥279,191 2
28 401307101 陣場川原橋 1 上部工グループ 1 主桁 TRUE 2 ¥321,749 ¥268,124 8 7 29 19 14 /表面処理（浸透系） ¥268,124 14
31 401307101 陣場川原橋 3 下部工グループ 49 橋台胸壁 TRUE 2 ¥101,077 ¥84,231 8 7 30 24 2 /表面処理（浸透系） ¥84,231 2
29 401307101 陣場川原橋 1 上部工グループ 4 端横桁 TRUE 2 ¥73,647 ¥61,372 8 7 31 27 12 /表面処理（浸透系） ¥61,372 12
30 401307101 陣場川原橋 2 床版グループ 38 コンクリート床版 TRUE 2 ¥4,512 ¥3,760 8 7 32 34 12 /表面処理（浸透系） ¥3,760 12
33 401307101 陣場川原橋 5 支承・伸縮装置グループ 60 伸縮装置 TRUE 2 ¥4,572,175 ¥3,810,146 9 8 33 36 2 /交換（伸縮装置）/伸縮装置（鋼） ¥3,810,146 2
4 401101539 獅子沢跨線橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 2 ¥398,834 ¥221,575 8 7 34 21 2 /表面処理（浸透系） ¥221,575 2
2 401101539 獅子沢跨線橋 3 下部工グループ 45 橋脚梁部 TRUE 2 ¥332,195 ¥184,553 8 7 35 23 2 /表面処理（浸透系） ¥184,553 2
3 401101539 獅子沢跨線橋 3 下部工グループ 49 橋台胸壁 TRUE 2 ¥65,937 ¥36,631 8 7 36 30 2 /表面処理（浸透系） ¥36,631 2

補修費合計 ¥796,966 ¥6,021,070 ¥5,460,317
設計委託費 ¥16,800,000 ¥14,000,000

定期点検費(15m以下) ¥4,800,000 ¥4,000,000
事業費合計 ¥796,966 ¥27,621,070 ¥23,460,317

総合計 ¥28,418,036
事業費(割増率増加分なし) ¥32,000,000

- 401305301 蟹田橋 ¥22,920,000 ¥19,100,000
設計委託費 ¥15,480,000 ¥12,900,000

総合計 ¥38,400,000 ¥32,000,000
事業費(割増率増加分なし) ¥14,000,000
事業費(割増率増加分あり) ¥17,000,000

14 401203702 太田新田２号橋 3 下部工グループ 49 橋台胸壁 TRUE 2 ¥46,209 ¥38,508 8 7 12 29 1 /表面処理（浸透系） ¥38,508 1
24 401300101 雑吉沢橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 2 ¥18,091 ¥15,076 8 7 18 32 1 /表面処理（浸透系） ¥15,076 1
23 401204005 烏帽子四番橋 5 支承・伸縮装置グループ 60 伸縮装置 TRUE 4 ¥3,242,698 ¥2,702,248 9 8 38 37 2 /交換（伸縮装置）/伸縮装置（鋼） ¥2,702,248 2
22 401204005 烏帽子四番橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 4 ¥265,017 ¥220,848 9 8 39 39 1 /断面修復（凍害-加速期前期） ¥220,848 1
19 401204003 烏帽子二番橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 4 ¥598,958 ¥499,132 9 8 40 38 2 /断面修復（凍害-加速期前期） ¥499,132 2
20 401204003 烏帽子二番橋 3 下部工グループ 51 橋台翼壁 TRUE 4 ¥74,001 ¥61,668 9 8 41 42 1 /断面修復（凍害-加速期前期） ¥61,668 1

- 401204003 烏帽子二番橋 その他 - 71 排水管 FALSE 4 ¥28,800 ¥24,000 - - - - 4 /2種ケレン/c-1塗装 ¥24,000 4
21 401204004 烏帽子三番橋 3 下部工グループ 50 橋台・橋台堅壁 TRUE 2 ¥233,545 ¥194,621 9 8 42 40 2 /表面処理（浸透系） ¥194,621 2

- 401204004 烏帽子三番橋 その他 - 71 排水管 FALSE 2 ¥28,800 ¥24,000 - - - - 4 /2種ケレン/c-1塗装 ¥24,000 4
補修費合計 ¥4,536,120 ¥3,780,100
設計委託費 ¥12,000,000 ¥10,000,000
事業費合計 ¥16,536,120 ¥13,780,100

総合計 ¥16,536,120

2025年
（10年度）

Ｈ38

2022年
(6年目)

Ｈ34

平成37年度　上部工更新費

　三開橋、有戸橋

2021年
(5年目)

Ｈ33

2023年
(7年目)

Ｈ35

2024年
(8年目)

Ｈ36

2025年
（9年度）

Ｈ37

　切明橋、第二観音跨線橋、第二川目橋

　御手洗瀬橋、陣馬川原橋、獅子沢跨線橋

　蟹田橋架替え詳細設計

　太田新田２号橋、雑吉沢橋、烏帽子二番橋、烏帽子三番橋、烏帽子四番橋


